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■日時・内容
旬の料理作り教室
◇7月20日㈯　10時～
◇参加費　1人1,000円
竹細工教室
◇7月27日㈯　10時～
◇参加費　1人500円～
豆腐作り教室
◇7月28日㈰　10時～
◇参加費　1人2,300円
ミニトマト・ブルーベリージャム作り教室
◇8月3日㈯・24日㈯　10時～
◇参加費　ミニトマト…1人1,000円、ブ
ルーベリー…1人1,500円
木工細工教室
◇8月4日㈰　10時～
◇参加費　1人500円～
親子太巻き寿司作り教室
◇8月18日㈰　10時～
◇参加費　1人1,500円
ブルーベリーパイ作り教室
◇8月25日㈰　10時～
◇参加費　1人1,500円
■場所　紅小町の郷体験工房（道の駅くり
もと前）
※全教室要予約。ただし、予約状況により
当日でも参加できる場合があります
道の駅くりもと「紅小町の郷」

 ☎(70)5151

道の
駅くりもと

夏休
み体験教室
夏休みの思い出作りに、
みんなで参加しませんか。

姑は
は

逝
き
て
よ
り
の
わ
が
役
草
を
引
く

 

宮
本　

か
つ
子
（
大
島
）

少
子
化
や
今
年
入
学
十
四
人

 

髙
木　

久
英
（
府
馬
）

十
薬
や
堪こ

ら

へ
性
な
き
齢
な
り

 

嶋
田　

武
夫
（
下
飯
田
）

地な

震え

去
り
て
二
と
せ
三
月
皐
月
波

 

小
松
原　

忠
（
府
馬
）

故
郷
の
香
り
届
き
し
よ
も
ぎ
餅

 

黒
田　

昭
二
（
佐
原
イ
）

お
は
よ
う
で
始
ま
る
介
護
五
月
晴
れ

 

大
川　

千
代
子
（
加
藤
洲
）

評
・「
草
を
引
く
」
は
「
草
抜
き
」
の
事
。
夏
は
雑
草
の
繁
茂
が
は
げ
し
く
、

大
変
な
仕
事
で
あ
る
。
除
草
剤
も
あ
る
が
そ
れ
だ
け
に
も
頼
れ
な
い
。
草

抜
き
を
通
し
て
在
り
し
日
の
母
を
愛
し
く
思
う
作
者
で
あ
る
。

神
宮
の
森
に
誰
が
吹
く
オ
カ
リ
ナ
か
旋
律
清さ
や

か
に
木

の
間
流
れ
来く 

鈴
木　

一
満
（
八
筋
川
）

真
夜
過
ぎ
て
な
お
吹
き
荒す
さ

ぶ
風
の
声
耳
に
つ
き
つ
つ

一
夜
眠
れ
ず 

伊
藤　

か
つ
江
（
津
宮
）

母
の
日
と
て
次
女
来き

三
女
来
四
女
も
来
て
み
な
で
冷

蔵
庫
満
た
し
て
ゆ
き
ぬ 

関　

ゆ
き
え
（
三
島
）

再
就
職
目
指
し
て
記
す
申
請
書　

未
来
の
カ
ギ
の
開

く
音
が
す
る 

関
根　

大
徳
（
小
見
川
）

想
い
出
は
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
均な
ら

さ
れ
て
親
し
み
来
し

商
店
も
更
地
に
な
り
ぬ 

奥
村　

利
夫
（
一
ノ
分
目
）

丹
精
し
育
て
た
る
薔ば

薇ら

花
か
ご
に
飾
り
つ
病
夫
の
サ

イ
ド
テ
ー
ブ
ル 

太
田　

節
子
（
富
田
）

評
・
生
業
の
傍
ら
薔
薇
を
愛
育
す
る
夫
妻
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
病
を
得
て
病
床

に
あ
る
夫
君
を
元
気
づ
け
よ
う
と
、丹
精
の
薔
薇
を
傍
ら
の
卓
に
活
け
た
の
だ
。

「
花
か
ご
に
飾
り
つ
」
に
深
い
愛
情
が
滲に

じ
み
、
心
に
沁
み
入
る
一
首
と
な
っ
た
。

　

は
が
き
1
枚
に
俳
句
2
句
・
短
歌
2
首
の
ど
ち
ら
か

と
、
本
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
2
8
7

‐
8
5
0
1　

広
報
か
と
り
「
俳
句
」
ま
た
は
「
短
歌
」

の
係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
（
12
月
は
10
日

締
切
）
を
審
査
し
、
翌
月
号
に
掲
載
。
作
品
は
、
選
者

に
よ
り
評
を
踏
ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

文
芸
作品募集

香
取
歌
壇
稲
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恒
次
選

香
取
俳
壇
増
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斗
志
選
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「
頭ず

白は
く

上し
ょ
う

人に
ん

塚づ
か

」

中
世
の
大
規
模
な
供
養
塚▲頭白上人塚

国民健康保険税 （1期）

今月の納期限
7月31日㈬

　

県
道
佐
原
八
日
市
場
線
、
大
根

地
区
の
「
来ら

い

光こ
う

」
バ
ス
停
前
、
八

日
市
場
方
面
に
向
か
っ
て
右
側
の

杉
林
が
「
頭
白
上
人
塚
」
で
す
。

　

い
ま
だ
に
香こ

う

華げ

が
た
え
な
い
こ

の
塚
は
、
一
辺
が
60
ｍ
に
も
及
ぶ

三
段
に
築
構
さ
れ
た
中
世
の
大
き

な
方
墳
で
す
。
塚
の
最
上
部
に
は

文
明
18
年
（
1
4
8
6
）
銘
の
板

碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

頭
白
上
人
は
、
大
根
西
蔵
院
第

五
世
の
住
職
で
、
生
ま
れ
な
が
ら

に
白
髪
と
い
う
風
貌
と
、
優
れ
た

能
力
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
尊
敬
と
親
し
み
を
こ
め
て
こ

う
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

戦
国
時
代
初
期
、
こ
の
周
辺
で

は
悪
病
や
火
災
が
続
い
た
こ
と
か

ら
、
上
人
は
人
々
の
苦
し
み
を
救

う
た
め
、
こ
こ
に
入に

ゅ
う

定じ
ょ
う

窟く
つ

を
築
き
、

生
き
な
が
ら
地
下
に
こ
も
っ
て
七

日
七
夜
読
経
の
あ
と
死
を
迎
え
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

上
人
を
慕
っ
て
、
多
く
の
人
々

が
塚
造
り
に
参
加
を
し
た
こ
と
か

ら
、
と
き
の
矢
作
城
主
か
ら
そ
れ

以
上
塚
を
高
く
し
て
は
な
ら
ぬ
と
、

制
限
さ
れ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

資
料
に
よ
る
と
入
定
し
た
の
が

文
明
15
年
（
1
4
8
3
）
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
死
後
3
年
を
経
て
板

碑
が
建
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

高
僧
と
子
育
て
幽
霊
伝
説

　

頭
白
上
人
に
は
、
殺
さ
れ
た
母

親
か
ら
墓
の
中
で
生
ま
れ
、
母
親

の
幽
霊
が
夜
な
夜
な
あ
め
を
買
い

に
来
て
育
て
て
い
た
と
の
伝
説
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
上
人
は

生
ま
れ
な
が
ら
に
頭
髪
が
白
か
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

死
ん
で
か
ら
も
な
お
、
子
ど
も

を
守
ろ
う
と
す
る
母
の
愛
の
深
さ

が
幽
霊
の
薄
気
味
悪
さ
と
と
も
に

人
々
の
心
を
つ
か
み
、
布
教
や
説

法
の
た
め
に
語
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
よ
う
な
類
似
の
話

は
日
本
全
国
に
見
ら
れ
、
伝
説
と

宗
教
が
結
び
つ
い
た
わ
か
り
や
す

い
事
例
と
し
て
興
味
深
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
塚
は
昭
和
52
年
6
月
1
日
、

市
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課 

☎
(50)
1
2
2
4

▲墳頂部の板碑

固定資産税 （2期）

介護保険料 （1期）
後期高齢者医療保険料 （1期）

　

私
が
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

る
取
材
の
1
つ
「
ミ
ス
あ
や
め
コ

ン
テ
ス
ト
」。
今
年
は
イ
ベ
ン
ト

の
日
程
を
知
っ
た
時
か
ら
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し
、
取
材
へ
。

　

最
高
の
1
枚
を
と
意
気
込
む
私

の
思
い
と
比
例
す
る
よ
う
に
切
ら

れ
る
無
数
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
。
11
人

の
参
加
者
の
中
か
ら
グ
ラ
ン
プ
リ

に
藤
野
さ
ん
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
に

前
田
さ
ん
と
押
尾
さ
ん
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
3
人
は
笑
顔
の
似
合
う

あ
や
め
美
人
。
ミ
ス
あ
や
め
が
出

る
イ
ベ
ン
ト
の
取
材
の
た
め
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
が
必
須
と
な

り
そ
う
で
す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
フ
ォ
ト

ア
ル
バ
ム
」
で
は
、
取
材
で
撮
っ

た
イ
ベ
ン
ト
の
写
真
を
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

（
Ｔ
）
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